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オーラルセッション ― フルペーパー

マーケティング研究及び実践における 
オートエスノグラフィーの可能性

要約
理論は実践で使ってこそ真価を発揮するし，実践で使うことで進化するものである。しかしながら，書籍『経営学の危機』で
示されたように，現在の経営学と実社会との関係は必ずしも密接であるとは言えない状況にある。
こうした問題意識のもと，本研究では研究方法論のオートエスノグラフィーに注目し，他の学問分野を含む文献レビューと
実践者へのインタビューを行い，考察した。その結果，マーケティング分野の研究と実践において，研究者が実務に関わり，実
務家が研究に関わることで「探求と創発」を推し進めるにはどうすれば良いかの仮説を示している。
具体的には実務家と研究者が共に研究手法であるオートエスノグラフィーを使うことで，実践の姿勢や技術，知識を身につ

け，共により良い未来を描いていくプロセスである。「自分が何者であるか」を掘り下げ，手段が目的に先行するこの考え方は，
優れた起業家の思考プロセスの論理であるエフェクチュエーションにも通じるものだ。
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本下 真次

I. はじめに

理論は実践で使ってこそ真価を発揮するし，実践で使う
ことで進化するものである。しかしながら，2015 年から2021
年の期間，学術誌『Leadership』の編集委員長を務めた
Tourish（2019/2022）の書籍『経営学の危機』で示され
たように，現在の経営学と実社会との関係は必ずしも密接
であるとは言えない状況にある。同書では，世界ランキング
の上昇に執着する大学組織・トップジャーナルへの論文掲
載自体を目的として編集委員や査読者の意向を過剰に忖
度した無内容な論文の量産など批判している。そして，そ
の上で「我々自身の基本的なマインドセットを変えていかね
ばならない」とし，「経営研究は今や危うい状態に置かれて
いる。しかし，その状況はまだ行き着くところまで行ってしまっ
たというわけでもない。（中略）制度や組織は何よりもまず，
人間が作り出したものである。それらのものは，十分なだけ
の数の人々が正当性を認め，必要な資源を提供し，また社
会に対して何らかの重要な価値を付加する」重要性を示し
て締めくくっている。

では，研究者と実務家が創発的に関わり合うにはどうす

れば良いのか，この問いに答えることが本研究の目的であ
る。

II. 先行研究

日本人の研究者の論文でも経営学と経営実践の関わり
について議論したものは数多くある。例えば，上林（2017）
では「経営学の専門分化がますます進行し，経営学研究
においてその体系性や全体構造を明らかにしようと意識す
る姿勢が学界全体で希薄化しつつあること，経営学のこう
した危機的状況を乗り越えるために，社会科学としての経
営学の在り方を経営学界として真摯に問い直す姿勢が必
要」と主張されている。

他にも中川（2019）では，「いま，経営学ほど立場の危う
い学問は，他に無いかもしれない。医者は，最新の医学研
究誌を読み，医療の最前線を学んで治療に生かす。法律
家は，最新の法学誌から，判例や解釈を学ぶ。しかし，経営
者が最新の経営学誌を読んで，自らの経営に生かすことは
ほとんどないだろう。なにより，我々経営学者たち自身が，研
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究論文を書くことと，経営というものを知ることは別の作業だ
と考えている（ビジネスが分かっても研究論文にはならな
い）」との問題意識を示している。そうした状況を改善する
具体策として，実務家は「単純に売れている比較的新しい
経営学書籍を手に取って頂く」ことや「実際の経営学者の
話を聞いて」みることを挙げている。また研究者は「幾分
でも世のためのインプリケーションを考えてもらうことが大切」
で，「社会との関わりについていえば，求められればオープン
であることはもちろん，それぞれのスタイルに合った形で，一
定の社会発信をすることが望ましい」と提言する。

より踏み込んだ形で研究者と実務家が関わり合うことを
提言，また実践しているものには伊藤（2018，2021，2023）
がある。「起業家と研究者が深く関わり合う二人称的アプ
ローチをベースに連続起業家の省察を追跡し続け」てい
る。二人称的アプローチとは「調査対象との情感込みで
相互的な関係を礎に」行う研究であり，同氏はこの研究プ
ロセスを「もの語り」（narrativeの和訳）アプローチによる
「ことばの交換」と名付けて10 年以上も続けている。スター
トアップやアントレプレナーシップをテーマにした研究で，「創
業経営者がどのように自社の商品をつくり出し，顧客と出
会っているのか。創業前後でどのような人 と々のパートナー
シップをどう生成しているか。事業の存亡や盛衰に応じて，
自己像がどのように変化していくか」を問うているものであ
る。

本研究は先行研究のこうした問題意識やアプローチ方
法を引き継ぎながら，特にマーケティングの分野で研究者と
実務家の関わり方について検討していく。

III. オートエスノグラフィーへの注目

1. オートエスノグラフィーとは何か
オートエスノグラフィーは文化人類学をルーツとする

質的研究の方法論の一つである。単語の意味を分解
すると，「オート（自らの）」，「エスノ（文化を）」，「グラ
フィー（記述したもの）」であり，Adams, Jones, and Ellis

（2015/2022）の定義で「個人的で文化的な経験をど

のように知り，名づけ，解釈するようになったのかを，芸術
的・分析的に表現する方法」である。次に同じくAdams, 
Jones, and Ellis（2015/2022）からの引用で，オートエスノ
グラフィーのプロジェクトをデザインする際の共通の枠組み
を示す。

（1） オートエスノグラファーは，研究や記述において個人的
な経験を重視する

オートエスノグラファーは，自分の研究プロジェクトを選択
するに至った個人的な理由に沈黙したり隠したりするので
はなく，個人的な経験や主観性を用いて研究をデザインす
る。そのため，オートエスノグラファーは，多くの多様なトピッ
クを取り上げる。

（2） オートエスノグラファーは，意味が作られるプロセスを
描き出す

オートエスノグラファーは，意味づけに複雑な内部者として
の説明を与え，なぜ，またどのようにある特定の経験が挑戦
的で，重要で，さらには変容的なものであるかを示す。その
ようにして，オートエスノグラファーは，他者が同じような経験
意味を理解するために用いることのできる視点を提供する。

（3） オートエスノグラフィーは，再帰性を用い示す
オートエスノグラファーは，「研究者の『自己』と『他者』

との関係性」を問題にするがゆえに，再帰性を用いる。再
帰的であろうとすることは，「文化や学問における自分の立
ち位置を真摯に受け止める」ことを意味する。再帰性は，自
分の経験やアイデンティティ，関係性が現在の仕事にどう影
響を与えているかを考えるために，それらに立ち返ることか
らなる。

（4） オートエスノグラファーは，文化的な現象/経験の内部
者としての知識を描き出す

生きられた，経験の内側の瞬間から研究し，書くことで，
オートエスノグラフィーは「内部としての認識論」，つまり「外
部の」研究者には決してできない方法で経験を記述できる
方法を発展させることができる。さらに，内部者の知識は，こ
れらの文化的現象についての，広く共有され，当然と見なさ
れている仮説の複雑さに注意を喚起するために用いること
ができる。
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（5） オートエスノグラファーは，文化的な規範や経験，実践
を記述し批判的に論じる

オートエスノグラファーは意図的に個人的な経験を用い
て，文化的な規範や経験，実践のニュアンスに富んだ，複雑
で，総合的な説明を生み出す。読者が当然のこととしてい
る規範や経験や実践を，新しくユニークで，複雑かつ挑戦
的な方法で考えるように励まして，文化的な生活についての
理解と，さらにしばしばその批判を促す。

（6） オートエスノグラファーは，聴衆からの応答を求める
オートエスノグラファーは関係性と参加を通して，多様な

聴衆からの相互的な応答を求める。人生における肯定的
で生産的な関係のように，相互的な関係性は，相互の責任
とケアの感覚によって特徴づけられる。

2. なぜ，オートエスノグラフィーに注目するか
前述した『経営学の危機』の日本語版を翻訳した佐

藤郁哉（2022）の「訳者解説」では，「経営学の『不都
合な真実』と再生への道筋」との副題のもと，この書籍が

「第一級の組織エスノグラフィー」であることに注目してい
る。「トゥーリッシュ教授は20 年以上にわたって豪州および
英国のビジネススクールで組織論やリーダーシップ論の研
究と教育に従事してきた当事者の一人に他ならない」とし
て，「当事者と局外者の2つの視点をあわせもつ第 3の視
点に立って書かれ」，「執筆にあたって実に多様な調査手
法を採用している」と述べる。筆者はこの捉え方に賛同し，
マーケティング分野の研究及び実践においてオートエスノグ
ラフィーを用いた，あるいはオートエスノグラフィー的な姿勢
を持った研究プロジェクトに大きな可能性があると考えるに
至った。

IV. 研究方法

本研究は4つの方法を組み合わせて行っている。それぞ
れ具体的に下記に述べる。

第 1の方法は，日本マーケティング学会が発行してい
る「マーケティングジャーナル（MJ）」から，オートエスノグ
ラフィーを用いて書かれた論文を探すことである。同誌は

1981 年に創刊された和文のオープンアクセスジャーナルで，
オンラインで年 4 回発行されている。マーケティング研究・
実践の水準を高めるために，マーケティングに関心のある
人々に向けて，マーケティングに関する重要かつ独創的な，
学術的・実践的示唆に富んだ論文を掲載している。日本
マーケティング学会のWebサイトから，過去 5 年分，具体的
には2019 年 6月28日発行のVol.39 No.1から2023 年 6月
30日発行のVol.43 No.1のマーケティングジャーナルにアク
セス，ダウンロードし，「オートエスノグラフィー」で本文検索
を行った。

第 2の方法は，同じく日本マーケティング学会が発行して
いる「マーケティングカンファレンス・プロシーディングス（予
稿集）」から，オートエスノグラフィーを用いて書かれた論文
を探すことである。こちらは学会が設立され，カンファレンス
が初開催された2012 年 12月31日発行のVol.1から2022
年 11月11日発行のVol.11まですべてを対象に，オーラル
セッションのフルペーパーにアクセス，ダウンロードし，「オート
エスノグラフィー」で本文検索を行った。

第 3の方法は，他の学問分野を含む文献レビューである。
グーグルスカラーのキーワード検索を用いて，2012 年以降
に発行されたものを対象に，「オートエスノグラフィー」がタイ
トルまたはキーワードに含まれる論文を探した。

第 4の方法は，オートエスノグラフィーを研究方法として用
いた方へのインタビューである。公開情報をもとにアポイント
が取れた1 名の方に，事前に5つの質問を用意した上で半
構造的インタビューを実施している。

V. 結果

1. 「マーケティングジャーナル（MJ）」オートエスノグラ
フィー研究論文：0 本

過 去 5 年 分，2019 年 の Vol.39 No.1 か ら2023 年 の
Vol.43 No.1のマーケティングジャーナルにアクセス，ダウン
ロードし，「オートエスノグラフィー」で本文検索を行った結
果，ヒットした論文は0 本であった。
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2. 「マーケティングカンファレンス・プロシーディングス」
オートエスノグラフィー研究論文：4 本

過去11年分，2012年のVol.1から2022年のVol.11まで
のマーケテイングカンファレンス・プロシーディングスのオーラ
ルセッションのフルペーパーにアクセス，ダウンロードし，「オー
トエスノグラフィー」で本文検索を行った結果，該当する論
文は4 本であった。

3. 他の学問分野を含むオートエスノグラフィー研究論文：
14 本

2012 年以降に発行されたものを対象に，「オートエスノグ
ラフィー」がタイトルまたはキーワードに含まれる論文（研究
ノートを除く）でアクセス，ダウンロード可能なものは13 本で
あった。なお，属性はすべて研究者のため，表から割愛し，
学問分野を記載している。

発行年 著者 属性 タイトル
2014 松田温郎 研究者 参与観察の体験：調査協力者とラポールを築き論文を執筆する「わたし」

2020 山本邦子・佐藤善信 実務家・研究者 スポーツ競技プレイヤーと観衆との価値共創：バドミントンのケーススタディ・リサー
チ

2022 出野和子 研究者 社会科学系学部による産学連携の成功に向けた一考察：寝具店活性化プロジェ
クトの事例研究より

2022 本下真次・竹村明里 研究者・実務家 ダイバーシティ・チームにおけるコミュニケーションの課題：グローバル・デザインファー
ムのインターナル・マーケティングを中心に

表—1　マーケティング分野のオートエスノグラフィー研究論文

表—2　他の学問分野を含むオートエスノグラフィー研究論文

発行年 著者 学問分野 タイトル

2012 花家彩子 教育学 演劇経験を教育的に評価するための研究方法としてのオートエスノグラフィーの可
能性

2015 伊藤精男 経営学 人材育成研究における 「自己エスノグラフィー」 の可能性
2017 小山聡子 社会福祉学 質的研究方法において研究者が自己を語ることの意味と位置：授業研究を通して
2017 高山真 哲学 ライフストーリーとオートエスノグラフィー
2019 川口幸大 文化人類学 東北の関西人：自己／他者認識についてのオートエスノグラフィ
2019 小川さやか 文化人類学 SNSで紡がれる集合的なオートエスノグラフィ：香港のタンザニア人を事例として

2021 桂悠介・千葉泉 人間科学 人間科学における「喚起的」記述の意義と課題：オートエスノグラフィー，「自分綴
り」の実践から

2021 門田岳久 観光学 虚構のボーダーレス：パンデミック下の国境管理と日常に関するオートエスノグラ
フィー

2021 高橋勅徳 経営学 新興市場でのオートエスノグラフィー：婚活市場において商品化される私
2021 竹内慶至 教育学 オンライン授業に関するオートエスノグラフィ：授業実践の工夫と諸課題について

2022 田島慎朗 国際コミュニケー
ション学 コロナ禍におけるハイブリッド授業担当大学講師のオートエスノグラフィー

2022 土元哲平・サトウタツヤ 対人援助学 オートエスノグラフィーの方法論とその類型化

2022 伴野崇生 社会情報学 「難民日本語教育」実践者の自己形成と成長：オートエスノグラフィーとAuto-
TEMを通じて
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4. オートエスノグラフィー研究実践者へのインタビュー
2023 年 8月23日の午前 1 時から3 時（海外在住者のた

め，日本時間の深夜に実施）に，研究者との共著でオートエ
スノグラフィー研究を実践した実務家への半構造的インタ
ビューを実施した。次に質問項目と回答の要旨をまとめる。

（1） なぜ，オートエスノグラフィー研究を行うことになった
か？

元々，自身の仕事の課題を研究者に対して相談してい
た。研究者からその課題に対する研究，論文執筆，学会発
表の提案があり，直感的に「面白そうだからやりたい」，「振
り返りの機会になる」と思って了承した。

（2） 自身の経験を語り，記述し，問われることで得た気づき
はどのようなものか？

自分の置かれている環境を客観的に見ることができるよう
になった。闇雲に暗い森の中を彷徨っていたが，森の上から
ドローンで見るようだった。質問してくれる研究者が森全体
を見る姿勢と技術を持っている人だから見渡せたのかもし
れない。

（3） 研究発表ではどのようなフィードバックや気づきを得た
か？

質疑応答はかみ合わなかった。時間がなかったこともあ
り，あまり覚えていない。自分が経験したことはもっと丁寧に
言語化しないと聞いている人には伝わらないと反省した。ま
た，論文で書ききれなかった上司の自分以外との人間関係，
経験，価値観などに問題の本質があるのではないかと考え
るようになった。

（4） 研究と発表を通じて得られた成果は何か？
得られたのは言語化能力不足の課題認識と，学術への

敬意だ。社会をより良くするために実務家と研究者の連携
は本当に大切だと思った。頑張って働いているけれど，仕
事がうまくいかない実務家はたくさんいる。

（5） その他，現時点で振り返ってオートエスノグラフィーに
対して思うことは？

仕事の人間関係は一対一の二人ではなくて，環境も含め
てもっと複雑なのだと思う。日本の教育では一つの答えが
あると教えられ，社会人になってもそう信じている人がいる

が，答えは人の数だけあるし，さらに時と場合にもよる。だか
ら，自分が行動して考えて，答えを自分で出していく姿勢が
要る。オートエスノグラフィーは研究方法というよりも，そうし
た自分事にする姿勢なのだと思う。「知識か経験」どちらか
が大切なのではなく，「知識と経験」が大切だし，「実務家
か研究者」ではなく「実務家と研究者」で共存してほしい。
そのためにオートエスノグラフィーは有効だと思う。

VI. 考察

結果からマーケティング分野でのオートエスノグラフィー研
究はまだまだ萌芽期であることがわかった。また，他の学問
分野ではオートエスノグラフィー研究が増えてきていることも
伺える。マーケティング分野での研究が増えていない理由と
しては，研究者が実務の現場に入り込むのが困難であるこ
とや，研究に時間が掛かること，数値などで明確な研究成
果を示しにくいことなどが考えられる。また，ビジネススクール
などに通う社会人による実務研究論文や課題研究論文は
存在しているが，それらは情報の取り扱いが厳しく，オープン
な学術成果として世に出ないこともあるだろう。

インタビュー結果を含めて考察すると，今後の可能性は，
様々な課題があるにせよ，実務家と研究者の共同研究に
ある。具体的には実務家と研究者が共に研究手法である
オートエスノグラフィーを使うことで，実践の姿勢や技術，知
識を身につけ，共により良い未来を描いていくプロセスであ
る。「自分が何者であるか」を掘り下げ，手段が目的に先行
するこの考え方は，優れた起業家の思考プロセスの論理で
あるエフェクチュエーション（Sarasvathy,2008）にも通じる
ものだ。

VII. 結論と今後の研究課題

本研究では，マーケティング分野の研究と実践において，
オートエスノグラフィーを使い，研究者が実務に関わり，実務
家が研究に関わることで「探求と創発」を推し進めるには
どうすれば良いかの仮説を示している。
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研究の限界は，データの取得範囲が日本語で書かれた
論文のみとしたことで，海外におけるマーケティング分野，他
分野の最新の状況を把握できていないことである。海外の
研究論文において，ベストプラクティスに近いものが示され
ているのであれば，それを日本における経営環境に適応す
るというアプローチも有力である。また，誌幅の都合もあり，
各データの中身を深く掘り下げて分析することはできていな
い。今後の研究においては継続的に上記課題に取り組む
必要がある。
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